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第１章 序論 
第 1 節 研究課題 
1．芸術系分野における雇用環境 
 中央教育審議会答申「我が国の高等教育の将来像」（2005 年 1 月 17 日）で、美大・芸大、あるいは
芸術系学部・学科（以下、芸術系大学）が指標とする高等教育機関の将来像として「特定の専門分野
の教育」を目指すという方向性が示された。また、同答申では、大学の立ち位置によって「幅広い職










 美大・芸大の就職支援を専門に扱う株式会社 ViViViT がまとめたデータ（2014 年）によると注１）、
芸術系大学の就職率は、正規雇用 47%、非正規雇用 18%、進学 10%、その他 25%となっている。その
                                            
注１）株式会社 ViViViT「はたらくビビビット（統計データは 2014 年）」（201812.20 取得）より 
https://hataraku.vivivit.com/column/artstudentlabo（2018.11.26 取得）。 
 


















                                            
注２）芸術系大学専門の就職サイト;株式会社ユウクリが運営する『美大・芸大就活ナビ』より。https://bidai-geidai.jp/（2018.11.26 取得） 
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２．高等教育機関におけるキャリア教育 
































                                            








注５）文部科学省（2014）「大学教育再生加速プログラム（Acceleration Program for University Education Rebuilding : AP）」は、国と
して進めるべき大学教育改革を一層推進するため、教育再生実行会議等で示された新たな方向性に合致した先進的な取組を実施する大
学を支援することを目的としている。 
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リングと SNS による一般公募の組み合わせ合せによって募集した。 
① 調査者の人的ネットワークを通した調査対象者の公募、及び依頼 
② 上記①による調査対象者（応募者）を通した知人の紹介 








































 第６章は、本論文の結論、理論的貢献と実証的含意、研究の限界と課題を示し結語とした。  
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【第１章】研究課題・目的 
 
背景  研究対象 
 
【第 2 章】研究方法・調査対象 
 
















創発的キャリア教育  キャリア教育の実践 
 
【第６章】結   語 
 
結論  理論的貢献  実証的含意 
 
 本研究の限界と課題  
図１−１ 研究論文の構成 
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第２章 研究方法と調査対象 
第 1 節 研究方法 
 本研究の調査対象は、芸術系大学を卒業し 3 年以上が経過した就業者である。あるいは芸術家以外
の何らかの手法で生計を立てている社会人である。 














2019 年 7 月から 2020 年 2 月の期間で実施した。 
  



















                                            
注６）キャリア・アンカー理論。アメリカの組織心理学者 Edgar Henry Schein によって提唱された概念。人が自らのキャリアを選択する
際に、最も大切にしており、どうしても捨てたくない価値観や欲求のこと。この不動の価値観を船の錨（アンカー）に例えた。Schein
はキャリア・アンカーを「管理能力」「技術的・機能的能力」「安全性」「創造性」「自律と独立」「奉仕・社会献身」「純粋な挑戦」「ワー
ク・ライフバランス」の 8 つに分類した。 






































本調査は、2019 年 3 月から 5 月にわたりアンケートを実施し、2019 年 7 月から 2020 年 2 月までイン
タビュー調査を行った。アンケートの回答者は 46 名、インタビューでの回答者は 15 名であった。イン
タビュー時間は、1 人あたり 80 分〜170 分、平均 120 分であった。 
 ライフヒストリー法によるアプローチとして以下の４つの視点からヒ調査を行った。 
 第 1 に、大学で選考した専門分野に対して、現在の職業、あるいは仕事上のキャリアを明らかにす
ること。 
 第 2 に、現在の仕事上のキャリアに関して、キャリア・トランジションの時期、内容、プロセスを
明らかにすること。 
 第 3 に、仕事上のキャリアと、人生におけるキャリア・トランジションに関係性はあるのか、私生
活を含む人生におけるトランジションの視点から明らかにすること。 
 第 4 に、現在、歩んでいるキャリアに対して、大学時代に学修した芸術に関する専門性との関係か
ら、芸術へのこだわり、あるいは後悔と言った感情の有無を明らかにすること。 
 以上 4 つの視点からキャリア・トランジションを考察することで、大学時代に学修した芸術に関す
る技術、知識と、人生におけるキャリアの関係を解き明かすことを目指した。そこで得られた知見
を、今後の新たなキャリア教育の提唱、あるいは教育コンテンツの開発に繋げることを期待するもの





















































出所： Shlossberg, N. K (1989)．Overwhelmed, Lexington Books. 
  （武田圭太・立野了嗣監訳『｢選職社会｣転機を活かせ』日本マンパワー出版，2000）より抜粋 









































日本標準職業分類（2009 年 12 月統計基準設定）日本標準職業分類一般原則より抜粋 
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第３章 先行研究レビュー 
第 1 節 日本におけるキャリア・トランジション研究 
１．トランジション研究の変遷 
 トランジションに関する研究は、国立情報学研究所 CiNii の用語検索によると、1990 年代から増加







研究は、2018 年のCiNii をみると 70 件程度である。学生から社会人となる移行期を捉えたトランジシ
ョンを包括し、生涯に亘る転機に関する研究は、金井壽宏（2001）9の研究から急速に拡大した。 

























17は、学校基本調査を基に、昭和 39 年以降の「芸術系学科における就業者数及び就職率 50 年間の推移」
























                                            
注８）A大学就職部芸術学部担当職員からの聞き取り（2018 年 12 月 21 日） 












によりあきらかにした。その中で 2000 年以降の IT 社会の中で急速に発展したゲーム産業において、中
核を担い活躍している人材は、芸術系大学の卒業生が非常に多いことが明らかになっている。ゲーム業
界は、ゲーム機・パッケージソフト、オンラインゲーム・ソーシャルゲーム、アーケードゲーム等幅広
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むこと」「労働を量ではなく質で評価されたいという欲求を持つこと」「組織を超越した人間関係の構築」
などを、キャリア発達へと繋がるトランジションのロールモデルとして示した。 




                                            
注８） 38 頁（注８）と同様；A 大学就職部芸術学部担当職員からの聞き取り（2018 年 12 月 21 日） 

















































出所：金井壽宏（2002）「働くひとのためのキャリア・デザイン」PHP 出版,76 頁に基づき筆者加筆 





















































 このトランジションの適応モデルを踏襲し、Nicholson & West (1989)25は、トランジション・サイク
ルモデルとして、準備（Preparation）、遭遇（Encounter）、順応（Adjustment）、安定化（Stabilization）
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出所：金井壽宏（2002）『働くひとのためのキャリア・デザイン』PHP 出版,84-105 頁に基づき筆者作成  
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 以上５つのフェーズは、転機に対処しようとする個人の属性を示している。 
 3 つめのリソースの「支援（Support）」は、次の３つのフェーズで表している。 
① 人間関係：必要とする援助を他者（家族・友人・地域・組織）から得られるのか否か。成功を期
待し励ましてくれる他者はいるのか否か。 
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第３節 計画的偶発性理論 






























出所：Mitchell, K. E., Al Levin, S., & Krumboltz, J. D（1999）Planned happenstance: Constructing unexpected  
career opportunities. Journal of counseling & Development, 77(2),pp.115-124.に基づき筆者作成 






































質、③課題へのアプローチスキル（意思決定スキル）、④環境的条件・出来事の 4 つを示した。 
図３−３に、４要因の関係を概念図として示す。 
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出所：Mitchell, K. E., Al Levin, S., & Krumboltz, J. D（1999）Planned happenstance: Constructing unexpected 
career opportunities. Journal of counseling & Development, 77(2)に基づき筆者作成 
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 Arthur & Rousseau（1996）は、バウンダリーレス・キャリアにより自己概念を進化させるために
必要なコンピテンシーを 3 つ挙げている。1 つ目は、knowing why である。自身のアイデンティティ
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であり、価値観、心理的満足、追及したいことなどと照らし合わせることで、何故その仕事を志向す
































                                            



























 しかし Savickas は、人と環境が完全に適合することはないとする前提に立ち、理論の構築を行った。
つまり、職業選択に関しては、個人の特性と環境因子が完全に一致しなくとも、個人と環境に対する意
味付けや解釈を徐々に変化させていくことで両者を適合させていくことが可能であると考えた。 


































































出典：Savickas, M. L. (2013) The theory and practice of career construction. In S. Brown, & R. Lent (Eds.) Career 
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態、あるいは意味を個人が構築するのではなく、人々の交渉の帰結により言語的に構築される社会構築
主義52の立場に立つメタ理論でもある。 
 Parsons や Holland のとしてのマッチング理論を古典的なキャリア理論と位置付け、Super の発達理
論を近代のキャリア理論として区分けするのならば、Savickas のキャリア構築理論は、21 世紀のキャ
リア理論として位置付けられる。 
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識と方法論に触れ、取り組んでいくことが求められる。 













白書』（厚生労働省）は、ニート（NEET；Not in Education,Emplloyment or Training）の存在を、
初めて公に 52 万人と発表し、若者のフリータ増加の問題と併せてキャリア教育に対し、その対策ある
いは解決策を求める傾向が強まった。 




始まった。デュアルシステム(Dual system)は企業での実地訓練（On the Job Training,OJT）を行うことが必須であり「働いながら学
ぶ学習システム」である。ドイツ発祥の学術的教育と職業教育を同時に進めるシステムであり、ドイツでは昼間は企業で訓練生として
働き、夜に学ぶという体制である。 




な役割があることを掲げた。我が国では 2004 年が「キャリア教育元年」とされるに至った。 















 以上の基本方針は、高等教育進学率は約 8 割に達し、多くの若者にとって社会に出る直前の教育段















以上４つの「基礎的・汎用的能力」と、4 領域 8 能力を併せ、能力開発の推進をキャリア教育の基盤と
して掲げた意義は、就職支援としてのキャリア教育を、職業の斡旋・紹介が主体であるかのように捉
えるのではなく、能力を身に付けるための教育そのものであると捉えることに意義があった。2011 年
の文部科学省、中央教育審議会の答申による、「4 領域 8 能力」と「4 つの基礎的・汎用的能力」は、
                                            
注１４） 4 領域とは、⑴人間関係形成能力、⑵情報活用能力、⑶将来設計能力、⑷医師検定能力を表す。8能力とは、4 領域を細分化した
もので、①自他の理解能力、②コミュニケーション能力、③情報収集・探索能力、④職業理解能力、⑤役割把握・認識能力、⑥計画実
行能力、⑦選択能力、⑧課題解決能力、を表す。 








































































理論 年代・提唱者 概要 教育的位置付け 



























理論 年代・提唱者 概要 教育的位置付け 
























































 - 54 - 
理論 年代・提唱者 概要 教育的位置付け 

































理論 年代・提唱者 概要 教育的位置付け 
















































































































































































出所： Parsons,F.（1909）Choosing A Vocation.Boston:Houghton Mifflin.に基づき筆者作成 
図３−７ Parsonsの職業選択理論の実践「クライアントに必要な３要素、カウンセラーの７つのフェーズ」 



















 Super は、まずライフ・スパンを、①成長期（～14 歳ごろまで）、②探索期（14～25 歳ごろまで）、
③確立期（25～45 歳ごろまで）、④維持期（45～65 歳ごろまで）、⑤下降期または解放期（65 歳～）

































































































図３−８ Super の職業的適合性（Vocational Fitness）の評価測定に関する分類図 
 













































affirmation などに当てはめられることもあったが、近年では self-affirmation が主流となっている。自己肯定感という言葉は 1994 年
に高垣忠一郎によって提唱され、その後、数多くの定義が提唱されている。 
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概念と現実との間が乖離しているケースにおいても、自己概念を一朝一夕に変えることは難しい68もの
だとした。 
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 レディネスはArnold Lucius Gesell（1913）71が成熟優位説注１６）に基づき提唱したものである。
Gesell（1913）の成熟優位説とは、双子の赤ん坊の実験で、階段の登り降りの訓練を早くから取り組
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1990 年 Super 特別公演会：日本進路指導学会主催「講演原稿」より 
出所： 仙崎武・池場望・下村秀雄・藤田晃之・三村隆男・宮崎冴子編著（2010）『図説キャリア教育』社団法人雇用問題研究会に基づき筆者作成 
図３−９ キャリア決定要因のアーチ型モデル 
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 Holland の職業的パーソナリティ理論は、日本における「VIP 職業興味検査」「職業レディネス・テ
スト」の基盤となる理論であり、現在のキャリア教育においても幅広くアセスメントとして活用され
ている。 
 Holland（1969）は、次の 4 つの仮説から理論を構築77した。 
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れるとし、それがパーソナリティとして形成されるとした。Holland（1969）は、パーソナリティは















































































































































 Holland のパーソナリティ理論を背景に開発された「職業レディネス・テスト（Vocational 
Readiness Test；以下 VRT）」は、日本では、中学・高校、ケースによっては大学生に至るまでキャリ
ア教育のアセスメントツールとして活用されている注１７）。VRT では、A・B・C の 3 部問の検査で構





① 対情報関係志向（Data Orientation）：知識や情報、概念などを取り扱うことに対する志向性 
② 対人関係志向（People Orientation）：人と直接関わりを持つことに対する志向性 
③ 対物関係志向（Thing Orientation）：機械や道具、装置など、物を取り扱う行為に対する志向性 
 C 検査では各職業領域において、さらに 54 の質問項目に対し「自信がある」「自信がない」「どちら
とも言えない」の 3 段階で職業遂行度の自信を測定する。VRT は、Holland の分類と基盤として、3
                                            
注１７） 独立行政法人 労働政策研究・研修機構 HP「職業適性検査・職業興味検査」
https://www.jil.go.jp/institute/seika/tools/index.html より抜粋 
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つの因子測定から総合的にパーソナリティを測定するものである注１８）。 
 Holland の理論を活用した大学生・短大生を中心としたアセスメントツールに「VPI 職業興味検査








 VPI は 160 の具体的な職業に対する興味・関心の有無の回答から構成され、個人の特性を測定す
る。キャリア教育での役割として、職業及び働くことへの動機付けや情報収集に活用され、キャリア
ガイダンス時の使用されるケースが多い。日本語版は 1985 年に発表され、現在は 2002 年の第３版注２
０）が活用されている。  
                                            
注１８） 一般社団法人雇用問題研究会 HP「VRT 職業レディネス・テスト」http://www.koyoerc.or.jp/school/assessment_tool/213.html 
より抜粋（2020 年 2 月 2 日取得） 
 
注１９） 独立行政法人労働政策研究・研修機構 HP「VPI職業興味検査」https://www.jil.go.jp/institute/seika/tools/VPI.htmlより抜粋
（2020 年 2 月 2 日取得） 
 
注２０） 労働政策研究所［原著：J.L.Holland］（2002）『VIP 職業興味検査/第３版』日本文化科学社より 
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(organizational socialization)注２１）に関する研究課題として取り上げられる事例が多い。  






















かし、（認知 B）ことを知りながら、（認知 A）という行為を取るため、自身に矛盾を感じる。そのため人は、（認知 A）と（認知
B）の矛盾を解消しようとする。そこで、（認知 A）を変更する。「喫煙（認知 A）」を「禁煙（認知 C）」に変更すれば、「煙草を吸
うと肺ガンになりやすい」（認知 B）と全く矛盾しない。この行為が認知的不協和の解消ということになる。  
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第 7 節 経営戦略の視点 
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る。 
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第４章 実証的分析 
第１節 調査対象者の属性 









表４−１ 調査対象者（46 名）の概要【転職状況から現職】 
















2 女 26〜30歳 舞台芸術 3〜5年 3〜5年 無し ⑥管理的職業従事者 ⑥管理的職業従事者 







4 女 26〜30歳 デザイン 3〜5年 3〜5年 無し ①専門的・技能的職業従事者 ①専門的・技能的職業従事者 
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11 男 26〜30歳 染織 3〜5年 3年未満 １回 ①専門的・技能的職業従事者 ①専門的・技能的職業従事者 
12 女 31〜35歳 ｱﾆﾒｰｼｮﾝ 6〜10年 3〜5年 ２回 ①専門的・技能的職業従事者 ⑥管理的職業従事者 










15 男 41〜50歳 音響 21〜30年 3〜5年 ２回 ︎⑧生産工程従事者 ①専門的・技能的職業従事者 








18 男 26〜30歳 映像 6〜10年 3〜5年 ２回 ①専門的・技能的職業従事者 ①専門的・技能的職業従事者 




20 男 61〜70歳 デザイン 30年以上 21年以上 ２回 ①専門的・技能的職業従事者 ⑥管理的職業従事者 
21 男 36〜40歳 音楽 11〜20年 6〜10年 １回 ②販売従事者 ②販売従事者 
22 女 51〜60歳 デザイン 30年以上 21年以上 １回 ①専門的・技能的職業従事者 ⑥管理的職業従事者 
23 男 26〜30歳 絵画 3〜5年 3〜5年 無し ⑤保安職業従事者 ⑤保安職業従事者 
24 女 51〜60歳 デザイン 30年以上 3〜5年 １回 ①専門的・技能的職業従事者 ①専門的・技能的職業従事者 
25 女 51〜60歳 デザイン 21〜30年 3〜5年 ２回 ①専門的・技能的職業従事者 ⑥管理的職業従事者 
26 男 61〜70歳 映像 30年以上 21年以上 １回 ①専門的・技能的職業従事者 ⑥管理的職業従事者 
27 男 61〜70歳 芸術学 30年以上 21年以上 ３回 ②販売従事者 ⑥管理的職業従事者 




29 男 61〜70歳 映像 30年以上 3〜5年 ２回 ③事務従事者 ③事務従事者 













33 男 51〜60歳 絵画 21〜30年 6〜10年 ３回 ②販売従事者 ⑥管理的職業従事者 
34 男 41〜50歳 絵画 21〜30年 21年以上 ２回 ④サービス職業従事者 ⑥管理的職業従事者 

















39 男 61〜70歳 映像 30年以上 6〜10年 １回 ①専門的・技能的職業従事者 ⑥管理的職業従事者 
40 男 61〜70歳 デザイン 30年以上 21年以上 ２回 ①専門的・技能的職業従事者 ⑥管理的職業従事者 
41 女 26〜30歳 美術 3〜5年 3年未満 １回 ②販売従事者 ②販売従事者 
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42 女 26〜30歳 デザイン 3〜5年 3年未満 １回 ③事務従事者 ③事務従事者 
43 女 26〜30歳 日本画 3〜5年 3年未満 １回 ②販売従事者 ②販売従事者 
44 女 26〜30歳 美術 3〜5年 3〜5年 無し ③事務従事者 ③事務従事者 
45 女 26〜30歳 ｱﾆﾒｰｼｮﾝ 3〜5年 3年未満 １回 ③事務従事者 ③事務従事者 





 表４-２に年齢に関する概要を示した。「26〜30 歳」「31〜35 歳」「36〜40 歳」「41〜50 歳」「51〜
60 歳」「61〜70 歳」の６つの年齢群に分類し、各年齢層において、ある程度均等に回答を得ることが
出来た。46 名の回答者は、男性 23 名、女性 23 名であった。 
 
表４-２ 調査対象者の年齢（概要） 
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表４-３ 調査対象者の大学での専攻（概要） 
専攻 人数 男女別 
 
専攻 人数 男女別 
 










































女 0 女 １ 女 23 
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第２節 定量的分析 
１．芸術系大学出身学生の就業後の実態 
 現在の職業において、大学の専攻と関係する職業に勤務する調査対象者は、「26〜30 歳」5 名（15 名
中）33％、「31〜35 歳」1 名（5 名中）20％、「41〜50 歳」5 名（10 名中）50％、「51〜60 歳」6 名（9










（実測値の各列の合計を、比で表した数値）で配分し Excel で算出、一覧表として併記した。カイ 2 乗
値は、実測値と期待値の Excel 表から、｛（実測値－期待値）2／期待値｝を各セルに合わせて算出し、一
覧表とした。p 値は、Excel 関数｛CHISQ.TEST（実測値範囲,期待値範囲）｝によって算出した。 
年齢 「あり」 「なし」 合計
26~30歳 5 10 15
31~40歳 1 4 5
41~50歳 5 5 10
51~60歳 6 3 9
61歳以上 6 1 7
合計 23 23 46




















実測値 「あり」 「なし」 合計
26~40歳 6 14 20
41~50歳 5 5 10
51~70歳 12 4 16
合計 23 23 46
期待値 「あり」 「なし」 合計
26~40歳 10 10 20
41~50歳 5 5 10
51~70歳 8 8 16
合計 23 23 46
カイ２乗 「あり」 「なし」 合計
26~40歳 1.6 1.6 3.2
41~50歳 0.2 0.2 0.4
51~70歳 2 2 4
合計 3.8 3.8 7.6
p値： 0.027323722
自由度＝（行の数−１）×（列の数−１）＝2
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 表４−６は、大学での専攻と関連する職種に従事する調査対象者であり、総務省統計局の日本標準職
業分類に基づいた。それは、①専門的・技能的職業従事者（5 名）、②販売従事者（1 名）、③事務従事者





の 2 名は、それぞれの業務において会社の広報物、チラシの制作、HP デザイン等、大学での専攻を業
務に活かしている。 




務従事者（3 名）、⑤保安職業従事者（1 名）、⑥管理的職業従事者（6 名）、⑫その他（5 名）、合計 23
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表４−６ 大学での専攻と関連する職種に従事する 23 名の職業分類 













IT会社（グラフィックデザインナー） 51〜60歳 デザイン 1 
②販売従事者 CADオペレーター 26〜30歳 建築 1 1 
③事務従事者 
総務事務 51〜60歳 芸術学 1 
3 大学研究助手 26〜30歳 デザイン 1 
映画制作（映像編集、演出、デザイン、MA 注２３）） 61〜70歳 映像 1 
⑥管理的職業従事者 
メーカーに（インハウスデザインナー） 26〜30歳 ｱﾆﾒｰｼｮﾝ 1 
12 




















デザイナーとして独立、フリーランス、講師業 41〜50歳 デザイン 1 
2 
（自営・不動産管理）不動産管理 51〜60歳 絵画 1 




                                            
注２３） MAミキサー(MAエンジニア）職。テレビ、映画、CM などの映像作品やデータに、音声素材（効果音・BGM 等）を組み合わ
せたり、調整を行う職業で映像制作を仕上げる仕事。 
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表４−７ 大学での専攻と関連のない職種に従事する 23 名の職業分類 
日本標準職業分類（12 種） 具体的な職種 年齢 専攻・専門 （人数）人数 
①専門的・技能的職業従事者 
デザイン・HP管理 26〜30歳 映像 1 
2 










流通関係 36〜40歳 音楽 1 







3  ｱﾆﾒ–ｼｮﾝ 
 41〜50歳 鋳金 1 
⑤保安職業従事者  26〜30歳 絵画 1 1 
⑥管理的職業従事者 





3 工場長 音響 
メーカー 絵画 
製造管理・工程管理 51〜60歳 絵画 1 
小売業・経営者 61〜70歳 芸術学 1 
⑫その他 
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 年齢別にみると、「26〜30 歳」10 名、「31〜35 歳」1 名、「36 歳〜40 歳」3 名、「41〜50 歳」5 名、







職回数、現職の勤務年数などの情報を加味している。表４−８では、51 歳以上が 12 名と過半数を占め
ている点と、51 歳以上の専門職関係では、転職回数が比較的少ないことにも注目した。このことについ
ては、インタビュー調査を通して明らかにしていく。また、「41 歳〜50 歳」は 5 名が芸術関連の職種で
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表４−８ 大学の専攻と関連する職種に従事する調査対象者 23 名(46 名中)の概要 
No 性 年齢 
転職 
回数 
現在の就業状況（注 1） 職業 役職 
大学での専
攻 
4 女 26〜30歳 無し ①専門的・技能的職業従事者 グラフィックデザイナー 一般 デザイン 








13 男 26〜30歳 ２回 ②販売従事者 CADオペレーター  建築 
42 女 26〜30歳 １回 ③事務従事者 芸術学部研究助手  デザイン 






















35 女 41〜50歳 ４回〜９回 ①専門的・技能的職業従事者 イラストレーター・デザイナーとして独立し業務 ディレクター 絵画 
9 男 51〜60歳 ２回 ⑥管理的職業従事者 ゲーム会社（グラフィックデザイナー） 部長 漆芸 














28 女 51〜60歳 ３回 ③事務従事者 総務事務  芸術学 
38 男 51〜60歳 
その他（ﾌﾘｰ
ﾗﾝｽ） 
⑫その他（自営・不動産管理） 不動産管理 代表 絵画 
3 女 61〜70歳 ４回〜９回 ⑥管理的職業従事者 グラフィックデザイナー 部長 芸術学 




26 男 61〜70歳 １回 ⑥管理的職業従事者 映像制作、編集、エディター 役員 映像 
29 男 61〜70歳 ２回 ③事務従事者 映画制作（映像編集、演出、デザイン、MA）,  映像 
39 男 61〜70歳 １回 ⑥管理的職業従事者 映像・動画制作、番組制作会社での業務請負 代表 映像 




（注 1）現在の就業状況は、総務省統計局「日本標準職業分類（12 種：大分類）」より引用した選択項目を回答する方式をとった。 
【選択肢は、①専門的・技能的職業従事者、②販売従事者、③事務従事者、④サービス職業従事者、⑤保安職業従事者、⑥管理的職業従
事者、⑦農林漁業従事者、⑧生産工程従事者、⑨輸送・機械運転従事者、⑩運搬・清掃・包装等従事者、⑪建設・採掘従事者、⑫その他】  








変化」、「⑤精神的な変化」の 5 項目と、「⑥最初に就職した仕事を継続している」の 6 つ目の選択肢を
加えた。アンケートでは、全員の回答を得られる形式とし、詳細についてはインタビューの許諾者に具
体的なライフヒストリーと合わせて調査することを念頭に置いた。 
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表４−９ 大学の専攻と関連のない職種に従事する調査対象者 23 名(46 名中)の概要 












3〜5 年 3〜5 年 
舞台芸
術 
6 女 26〜30歳 ４回〜９回 ②販売従事者 
②家庭生活での変化 
⑤精神的な変化 
6〜10 年 3 年未満 デザイン 
8 女 26〜30歳 ３回 ⑫その他（主婦） ②家庭生活での変化 3〜5 年 就業状態にない 漫画 
18 男 26〜30歳 ２回 ①専門的・技能的職業従事者 ②家庭生活での変化 6〜10 年 3〜5 年 映像 




3〜5 年 3〜5 年 絵画 
41 女 26〜30歳 １回 ②販売従事者 ②家庭生活での変化 3〜5 年 3 年未満 美術 
43 女 26〜30歳 １回 ②販売従事者 ⑤精神的な変化 3〜5 年 3年未満 日本画 
44 女 26〜30歳 無し ③事務従事者 
⑤精神的な変化 
⑥最初に就職した仕事を継続 
3〜5 年 3〜5 年 美術 
45 女 26〜30歳 １回 ③事務従事者 
②家庭生活での変化 
⑤精神的な変化 
3〜5 年 3年未満 
ｱﾆﾒ–ｼｮ
ﾝ 
46 女 26〜30歳 無し ②販売従事者 
④仕事や経済上の変化 
⑥最初に就職した仕事を継続 
3〜5 年 3〜5 年 漫画 
7 男 31〜35歳 ２回 ①専門的・技能的職業従事者 
②家庭生活での変化 
⑤精神的な変化 
6〜10 年 3年未満 染色 
1 女 36〜40歳 ４回〜９回 ⑫その他(ﾌﾘｰﾗﾝｽ・講師) 
②家庭生活での変化 
⑤精神的な変化 
11〜20 年 就業状態にない 絵画 
16 女 36〜40歳 ２回 ⑫その他（主婦） ②家庭生活での変化 11〜20 年 就業状態にない 漆芸 
21 男 36〜40歳 １回 ②販売従事者 
②家庭生活での変化 
⑤精神的な変化 
11〜20 年 6〜10 年 音楽 
14 女 41〜50歳 ４回〜９回 ③事務従事者 ⑤精神的な変化 21〜30 年 3年未満 鋳金 
17 女 41〜50歳 ３回 ②販売従事者 ⑤精神的な変化 21〜30 年 3〜5 年 文芸 
19 男 41〜50歳 ２回 ⑥管理的職業従事者 ②家庭生活での変化 11〜20 年 3〜5 年 デザイン 
31 男 41〜50歳 ４回〜９回 ⑥管理的職業従事者 
②家庭生活での変化 
⑤精神的な変化 
21〜30 年 3〜5 年 音響 
34 男 41〜50歳 ２回 ⑥管理的職業従事者 ④仕事や経済上の変化 21〜30 年 21 年以上 絵画 
33 男 51〜60歳 ３回 ⑥管理的職業従事者 ④仕事や経済上の変化 21〜30 年 6〜10 年 絵画 






21〜30 年 就業状態にない 絵画 
37 男 51〜60歳 
その他 
（ﾌﾘｰﾗﾝｽ） 
⑫その他（自営・家業） ②家庭生活での変化 21〜30 年 就業状態にない 絵画 
27 男 61〜70歳 ３回 ⑥管理的職業従事者 ⑤精神的な変化 30 年以上 21 年以上 芸術学 














ラフで示した。「大学卒業時点において芸術家への拘りがあった」と回答した調査対象者は 16 名／46 名
（34.8％）であった。年齢層でみると「51 歳以上」では 9 名／16 名（56.3％）と過半数であった。一
方「26 歳〜30 歳」では 1 名／15 名（6.７％）である。 
表４−１０ 卒業時に芸術家へのこだわりが有ったのか否か（46 名） 
 
 図４−２は、卒業時に芸術家へのこだわりが有ったのか否かについて、46 名の調査対象者のアンケー
ト結果をグラフで示した。グラフに「26〜40 歳」、「41〜50 歳」、「51〜70 歳」の３つに区分した。 

























実測値 あり なし どちらでもない 合計
26~40歳 3 5 12 20
41~50歳 4 1 5 10
51~70歳 9 0 7 16
合計 16 6 24 46
実測値 あり なし どちらでもない 合計
26~30歳 6.956521739 2.608695652 10.43478261 20
31~40歳 3.47826087 1.304347826 5.217391304 10
41~50歳 5.565217391 2.086956522 8.347826087 16
合計 16 6 24 46
カイ２乗 あり なし どちらでもない 合計
26~40歳 2.250271739 2.192028986 0.234782609 4.677083333
41~50歳 0.07826087 0.071014493 0.009057971 0.158333333
51~70歳 2.119904891 2.086956522 0.217617754 4.424479167
合計 4.4484375 4.35 0.461458333 9.259895833
p値： 0.054921646
自由度＝（行の数−１）×（列の数−１）＝4 





 表４−１２では、大学卒業時点において「芸術家へのこだわりがあった」と回答した調査対象者 16 名
に対して、卒業して３年以上が経ったそれぞれの現在での「芸術家へのこだわりの有無」を年齢別に表
にまとめた。 
表４−１２ 卒業時に芸術家へのこだわりが有った 16 名の現在の気持ち 
 
 




 また、図４−３は、卒業時に芸術家へのこだわりが有った 16 名の現在の気持ちの結果をグラフで示し






ガ系といった学問分野が出現した。2000 年以降、２D デザインは、3D デザインはもとより、IT とデザインの多面的な融合により、デ
ジタルによるアートも進化が著しく、ファインアートとの区分自体、境界が曖昧になっている。 
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た。グラフでは、「26〜40 歳」、「41〜50 歳」、「51〜70 歳」の３つに区分した。 
 
図４−３ 卒業時に芸術家へのこだわりが有った 16 名の現在の気持ち 
 
 表４−１３は、グラフで示した実測値、期待値、カイ２乗値の一覧表を併記し、p 値を算出した表であ






























26～40歳 0 1 2 3
41～50歳 0 0 4 4
51～70歳 0 2 7 9








26～30歳 0 0.5625 2.4375 3
31～40歳 0 0.75 3.25 4
41～50歳 0 1.6875 7.3125 9








26～30歳 #DIV/0! 0.340277778 0.078525641 0.418803419
31～40歳 #DIV/0! 0.75 0.173076923 0.923076923
41～50歳 #DIV/0! 0.05787037 0.013354701 0.071225071
合計 #DIV/0! 1.148148148 0.264957265 1.413105413
p値： 0.493341964
自由度＝（行の数−１）×（列の数−１）＝4
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表４−１４ 卒業時に芸術家へのこだわりが有った調査対象者 16 名（46 名中）概要 



















16 女 36〜40歳 漆芸 主婦 ③逆に良い経験だったと思っている ②価値観の変化（転換） ⑦卒業後 5年以内 








15 男 41〜50歳 音響 関連ある ③逆に良い経験だったと思っている ②価値観の変化（転換） ⑧卒業後 5〜10年 




30 男 41〜50歳 絵画 関連ある ③逆に良い経験だったと思っている ②価値観の変化（転換） ⑥卒業後 3年以内 




28 女 51〜60歳 芸術学 関連ある ③逆に良い経験だったと思っている ②価値観の変化（転換） ⑥卒業後 3年以内 
36 男 51〜60歳 絵画 関連ない ③逆に良い経験だったと思っている ②価値観の変化（転換） ⑦卒業後 5年以内 




38 男 51〜60歳 絵画 関連ある ③逆に良い経験だったと思っている ②価値観の変化（転換） ⑦卒業後 5年以内 
3 女 61〜70歳 芸術学 関連ある ③逆に良い経験だったと思っている ②価値観の変化（転換） ⑦卒業後 5年以内 
29 男 61〜70歳 映像 関連ある ③逆に良い経験だったと思っている ④能動的な自己変革行動を実施 ⑨卒業後 10〜19年 
23 男 26〜30歳 絵画 関連ない ②今ではどうでも良い ②価値観の変化（転換） ⑧卒業後 5〜10年 










(注 2)「芸術家か就職活動かに対する葛藤がなくなった時期」に関する回答は選択肢【①大学在学中（1 年次）、②大学在学中（2 年次）、③大学
在学中（3 年次）、④大学在学中（4 年次）、⑤卒業後 1 年以内、⑥卒業後 3 年以内、⑦卒業後 5 年以内、⑧卒業後 5〜10 年、⑨卒業後 10〜19
年、⑩卒業後 20年以上】より 
  










して、社会的な背景と合わせてインタビュー調査から考察したい。また、「26 歳〜30 歳」の 1 名が、現
在の芸術家へのこだわりに対し「今ではどうでも良い」と回答し、その理由として「②価値観の変化」
としている点も時代背景と合わせてインタビューで明らかにしたい。 





 表４−１５では、大学卒業時点において「芸術家への拘りがなかった」と回答した調査対象者 30 名を
抜粋して一覧表とした。「26〜30 歳」14 名（15 名中）、「31〜40 歳」3 名（5 名中）、「41〜50 歳」6 名
（10 名中）、「51〜60 歳」3 名（9 名中）、「61〜70 歳」4 名（7 名中）であった。 
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表４−１５ 卒業時には芸術家への「拘りがなかった」調査対象者 30 名（46 名中）概要 




















2 女 26〜30歳 
舞台芸
術 
関連ない ＊もともと拘りがなかった ④能動的な自己変革行動を実施 ①大学在学中（1年次） 
4 女 26〜30歳 
デザイ
ン 
関連ある ＊もともと拘りがなかった ④能動的な自己変革行動を実施 ①大学在学中（1年次） 
11 男 26〜30歳 染織 関連ある ＊もともと拘りがなかった ④能動的な自己変革行動を実施 ①大学在学中（1年次） 
13 男 26〜30歳 建築 関連ある ＊もともと拘りがなかった ②価値観の変化（転換） ①大学在学中（1年次） 
18 男 26〜30歳 映像 関連ない ＊もともと拘りがなかった ④能動的な自己変革行動を実施 ②大学在学中（2年次） 
1 女 36〜40歳 絵画 関連ない ＊もともと拘りがなかった ②価値観の変化（転換） ①大学在学中（1年次） 




6 女 26〜30歳 
デザイ
ン 
関連ない ︎③逆に良い経験だったと思っている ④能動的な自己変革行動を実施 ③大学在学中（3年次） 
10 女 26〜30歳 
ｱﾆﾒｰｼ
ｮﾝ 
関連ある ③逆に良い経験だったと思っている ④能動的な自己変革行動を実施 ③大学在学中（3年次） 
8 女 26〜30歳 漫画 （主婦） ③逆に良い経験だったと思っている ②価値観の変化（転換） ①大学在学中（1年次） 
41 女 26〜30歳 美術 関連ない ③逆に良い経験だったと思っている ②価値観の変化（転換） ③大学在学中（3年次） 
42 女 26〜30歳 
デザイ
ン 
関連ある ③逆に良い経験だったと思っている ④能動的な自己変革行動を実施 ①大学在学中（1年次） 
44 女 26〜30歳 美術 関連ない ③逆に良い経験だったと思っている ④能動的な自己変革行動を実施 ③大学在学中（3年次） 
45 女 26〜30歳 
ｱﾆﾒｰｼ
ｮﾝ 
関連ない ③逆に良い経験だったと思っている ④能動的な自己変革行動を実施 ②大学在学中（2年次） 
46 女 26〜30歳 漫画 関連ない ③逆に良い経験だったと思っている ④能動的な自己変革行動を実施 ②大学在学中（2年次） 
7 男 31〜35歳 染色 関連ない ③逆に良い経験だったと思っている ②価値観の変化（転換） ①大学在学中（1年次） 
34 男 41〜50歳 絵画 関連ない ③逆に良い経験だったと思っている ②価値観の変化（転換） ④大学在学中（4年次） 
35 女 41〜50歳 絵画 関連ある ③逆に良い経験だったと思っている ①時間の経過による解決 ④大学在学中（4年次） 
22 女 51〜60歳 
デザイ
ン 
関連ある ③逆に良い経験だったと思っている ④能動的な自己変革行動を実施 ②大学在学中（2年次） 
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27 男 61〜70歳 芸術学 関連ない ③逆に良い経験だったと思っている ②価値観の変化（転換） ⑤卒業後 1年以内 











43 女 26〜30歳 日本画 関連ない ②今ではどうでも良い ②価値観の変化（転換） ①大学在学中（1年次） 
12 女 31〜35歳 
ｱﾆﾒｰｼ
ｮﾝ 
関連ある ②今ではどうでも良い ②価値観の変化（転換） ①大学在学中（1年次） 
19 男 41〜50歳 
デザイ
ン 
関連ない ②今ではどうでも良い ②価値観の変化（転換） ①大学在学中（1年次） 




32 女 41〜50歳 
デザイ
ン 
関連ある ②今ではどうでも良い ②価値観の変化（転換） ①大学在学中（1年次） 






(注 2)「芸術家か就職活動かに対する葛藤がなくなった時期」に関する回答は選択肢【①大学在学中（1 年次）、②大学在学中（2 年次）、③大学
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は、現在の仕事に何らかの形で芸術を通して培った知識と技能が活用できていることが理由であった。
この点についてインタビュー調査により具体的に明らかにすることを課題とした。「51 歳以上」では、




 次に、図４−４は、現在（卒業後）も芸術家へのこだわりが有るのか否かについて 46 名の現在の気持



















































26～40歳 0 6 3 11 20
41～50歳 0 1 3 6 10
51～70歳 0 0 3 13 16








26～40歳 0 3.043478261 3.913043478 13.04347826 15
41～50歳 0 1.52173913 1.956521739 6.52173913 5
51～70歳 0 2.434782609 3.130434783 10.43478261 10









26～40歳 #DIV/0! 2.872049689 0.213043478 0.320144928 3.405238095
41～50歳 #DIV/0! 0.178881988 0.556521739 0.04173913 0.777142857
51～70歳 #DIV/0! 2.434782609 0.005434783 0.630615942 3.070833333
合計 #DIV/0! 5.485714286 0.775 0.9925 7.253214286
p値： 0.123096911
自由度＝（行の数−１）×（列の数−１）＝6
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グラフで、「26〜40 歳」、「41〜50 歳」、「51〜70 歳」の３つに区分した。 
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い夢や目標に対する絶望、などが該当している。26〜30 歳の若い年齢層では、15 名中 7 名が「②家
庭生活の変化」、7 名は「「⑤精神的な変化」と二分された。 
 職場の人間関係、恋人、夫婦間の関係の変化、友人との距離感の変化、子供・知人との関係の変化
を表す「①人間関係などの変化」は 10 名（46 名中）と続き、「③個人的変化」が 5 名（46 名中）で
あった。「③個人的変化」とは、自身の病気、その回復、何らかの成功・失敗、食生活・睡眠・性行為
などの生活変化、入学や卒業などに伴う生活スタイルに関する外見上の変化が該当している。最も選















































 Bridges のキャリア・トランジションによる分類では、「①人間関係などの変化（10 名）」、「②家庭生





 Schlossberg 理論の引用による転機を乗り越えるためのリソースの分類では、46 名の調査対象者の重
複回答の内「①時間の経過による解決（14 名）」、「②価値観の変化（23 名）」、「③他者の支援による解
決（0 名）」、「④能動的な自己変革行動による変化（23 名）」といった回答であった。 
  
































1 女 36〜40歳 絵画 ⑫その他(ﾌﾘｰﾗﾝｽ・講師) ②なかった ②価値観の変化（転換） ①人間関係などの変化 












27 男 61〜70歳 芸術学 ⑥管理的職業従事者 ③どちらとも言えない ②価値観の変化（転換） ①人間関係などの変化 












39 男 61〜70歳 映像 ⑥管理的職業従事者 ③どちらとも言えない ④能動的な自己変革行動を実施 ①人間関係などの変化 
45 女 26〜30歳 
ｱﾆﾒｰｼｮ
ﾝ 
③事務従事者 ③どちらとも言えない ④能動的な自己変革行動を実施 ①人間関係などの変化 
2 女 26〜30歳 
舞台芸
術 
⑥管理的職業従事者 ②なかった ④能動的な自己変革行動を実施 ②家庭生活での変化 
4 女 26〜30歳 デザイン ①専門的・技能的職業従事者 ②なかった ④能動的な自己変革行動を実施 ②家庭生活での変化 
6 女 26〜30歳 デザイン ②販売従事者 ③どちらとも言えない ②価値観の変化（転換） ②家庭生活での変化 
8 女 26〜30歳 漫画 ⑫その他（主婦） ③どちらとも言えない ④能動的な自己変革行動を実施 ②家庭生活での変化 
10 女 26〜30歳 
ｱﾆﾒｰｼｮ
ﾝ 
⑥管理的職業従事者 ③どちらとも言えない ②価値観の変化（転換） ②家庭生活での変化 











16 女 36〜40歳 漆芸 ⑫その他（主婦） ①あった ②価値観の変化（転換） ②家庭生活での変化 
18 男 26〜30歳 映像 ①専門的・技能的職業従事者 ②なかった ④能動的な自己変革行動を実施 ②家庭生活での変化 
22 女 51〜60歳 デザイン ⑥管理的職業従事者 ③どちらとも言えない ④能動的な自己変革行動を実施 ②家庭生活での変化 
32 女 41〜50歳 デザイン ⑫その他（講師、等） ③どちらとも言えない ②価値観の変化（転換） ②家庭生活での変化 
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34 男 41〜50歳 絵画 ⑥管理的職業従事者 ③どちらとも言えない ②価値観の変化（転換） ②家庭生活での変化 
36 男 51〜60歳 絵画 ⑫その他（芸術家） ①あった ②価値観の変化（転換） ②家庭生活での変化 
38 男 51〜60歳 絵画 ⑫その他（自営・不動産管理） ①あった ②価値観の変化（転換） ②家庭生活での変化 




43 女 26〜30歳 日本画 ②販売従事者 ③どちらとも言えない ②価値観の変化（転換） ②家庭生活での変化 
3 女 61〜70歳 芸術学 ⑥管理的職業従事者 ①あった ②価値観の変化（転換） ③個人的変化 
15 男 41〜50歳 音響 ①専門的・技能的職業従事者 ①あった ②価値観の変化（転換） ③個人的変化 
19 男 41〜50歳 デザイン ⑥管理的職業従事者 ③どちらとも言えない ②価値観の変化（転換） ③個人的変化 




28 女 51〜60歳 芸術学 ③事務従事者 ①あった ②価値観の変化（転換） ③個人的変化 














7 男 31〜35歳 染色 ①専門的・技能的職業従事者 ③どちらとも言えない ②価値観の変化（転換） ⑤精神的な変化 




11 男 26〜30歳 染織 ①専門的・技能的職業従事者 ②なかった ④能動的な自己変革行動を実施 ⑤精神的な変化 
13 男 26〜30歳 建築 ②販売従事者 ②なかった ②価値観の変化（転換） ⑤精神的な変化 
23 男 26〜30歳 絵画 ⑤保安職業従事者 ①あった ②価値観の変化（転換） ⑤精神的な変化 




29 男 61〜70歳 映像 ③事務従事者 ①あった ④能動的な自己変革行動を実施 ⑤精神的な変化 
35 女 41〜50歳 絵画 ①専門的・技能的職業従事者 ③どちらとも言えない ①時間の経過による解決 ⑤精神的な変化 
41 女 26〜30歳 美術 ②販売従事者 ③どちらとも言えない ②価値観の変化（転換） ⑤精神的な変化 
42 女 26〜30歳 デザイン ③事務従事者 ③どちらとも言えない ④能動的な自己変革行動を実施 ⑤精神的な変化 
44 女 26〜30歳 美術 ③事務従事者 ③どちらとも言えない ④能動的な自己変革行動を実施 ⑤精神的な変化 
































































































































































   1   1    1 1  
31〜35歳 0              
36〜40歳 1  1    1   1   1  
41〜50歳 3 2 2  1 2  1   1 2 2 1 
51〜60歳 3 3   3 2  1   2 1 1 2 




 2  5  2 5  3 1 3 5 2 
31〜35歳 1  1     1   1   1 
36〜40歳 1  1   1      1 1  
41〜50歳 3  2    1 2  1 2  2 1 
51〜60歳 3  2   2  1    3 1 2 




             
31〜35歳 0  2            
36〜40歳 1 1   1 1      1 1  
41〜50歳 2  2   1  1    2 1 1 
51〜60歳 1  1   1      1  1 




             
31〜35歳 0              
36〜40歳 0              
41〜50歳 0              
51〜60歳 1 1   1 1      1 1  




 3  4 1 2 4  2 1 4 4 3 
31〜35歳 1  1     1    1 1  
36〜40歳 0              
41〜50歳 2 2   1 1  1    2  2 
51〜60歳 1 1 1     1    1  1 
61〜70歳 2 1   2 2     1 1  2 
   46 (100%) 14 25 0 21 16 6 24 0 7 9 30 23 23 













ースでは、就職へと意識を切り替えることができた理由として「価値観の変化」が 46 名中 25 名、「自


















 インタビュー調査は、アンケートの回答を得た調査対象 46 名の内、協力の得られた 15 名である。
インタビュイー15 名は、年齢、学生時代の専攻など、多岐にわたる。表４−２４に、15 名のプロフィ
ールを一覧表として示した。26~30 歳は 4 名、31~40 歳が 1 名、41~50 歳が 3 名、51~60 歳が 3 名、
61~70 歳が 3 名と、年齢層は各年代に分かれている。また、15 名中 14 名は「転職経験があり」であ
り、「転職なし」の調査対象者も 26~30 歳の 1 名のみであった。転職経験も含め、リアリティ・ショ
ックの有無と、キャリア・トランジションとの関係を明らかにすることを目指した。 
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表４−２４ インタビュー調査 15 名の基本情報 


















4 女 26〜30歳 デザイン 3〜5年 3〜5年 無し ①専門的・技能的職業従事者 ①専門的・技能的職業従事者 















11 男 26〜30歳 染織 3〜5年 3年未満 １回 ①専門的・技能的職業従事者 ①専門的・技能的職業従事者 
12 女 31〜35歳 ｱﾆﾒｰｼｮﾝ 6〜10年 3〜5年 ２回 ①専門的・技能的職業従事者 ⑥管理的職業従事者 




15 男 41〜50歳 音響 21〜30年 3〜5年 ２回 ⑧生産工程従事者 ①専門的・技能的職業従事者 
20 男 61〜70歳 デザイン 30年以上 21年以上 ２回 ①専門的・技能的職業従事者 ⑥管理的職業従事者 
22 女 51〜60歳 デザイン 30年以上 21年以上 １回 ①専門的・技能的職業従事者 ⑥管理的職業従事者 
24 女 51〜60歳 デザイン 30年以上 3〜5年 １回 ①専門的・技能的職業従事者 ①専門的・技能的職業従事者 
25 女 51〜60歳 デザイン 21〜30年 3〜5年 ２回 ①専門的・技能的職業従事者 ⑥管理的職業従事者 
26 男 61〜70歳 映像 30年以上 21年以上 １回 ①専門的・技能的職業従事者 ⑥管理的職業従事者 
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【詳細】 
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して就職している。40 年前の感覚では就職するのならば、芸術分野の仕事が存在する訳ではないとい
うのが普通の感覚であり、芸術をあきらめたといった感情はない。但し、結婚が転機となり、デザイ














ると 9 回程度、多種多様な業種を経験しているものの悲壮感を感じるものではなかった。 
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たので、大学 1 年目から就職活動を意識していた。たぶん大学の方針がそうなっていたと思う。 
・ 芸術家へのこだわりはなくとも、自分の目指したことと学んだこと、つまりデザイン技術について
のこだわりは、持ち続けていたし、これからも持ち続ける。自身のアイデンティティでもある。 












































































































【キャリア・トランジション】  精神的な変化 
【詳細】 




















































【仕事上のキャリア】 現在：ゲーム会社（グラフィックデザイナー） 部長 
【詳細】 
・ 大学卒業後、広告代理店に就職した。専攻とは全く違ったが、漆刻（うるしとき）では、就職には
繋がらないと考えていたので、2D グラフィック（CG）を作成する技術は大学 3 年から取り組んで
いた。広告代理店を選んだのには意味はなく、周りの友人に影響されたのもあるし、また、たまた
ま内定をもらったのもある。また初任給も他社よりも数万円良かった記憶がある。 
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注２５） 労働政策研究・研修機構刊「VIP 職業興味検査」における「芸術家タイプ」分類の特徴。Hollandの RIASECモデルを参考にし
た 6 つのパーソナリティ分類によるもの。 
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・ 大学に入学して、1 年生の時から就職は意識していた。なので、大学 1 年から芸術家としてではな
く、就職への意識は既にあった。 







・ まだギリギリ 20 代なので、大それた転機も無いが、この会社に就職できたことは、学生時代から
の決意が継続していると思う。結局は染織関係の仕事に就くことができた。 
【現在、芸術家へのこだわりのような感情はあるか】 無い。もともと卒業時に芸術家へのこだわりは無かった。 
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個人も会社も淘汰されていくと思う。 
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ュージックから、ゲーム・CGのミュージックとも併せて多岐にわたり競争も激しい。 
・ だからこそ遣り甲斐もあるが、自身の向上心を失ってしまえば、取り残される業界だと思う。 
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・ 今となって考えれば、私は Mac での業務に最先端で携わっていた人間なので、今がある。私にと
ってはデザインを大学で学んでいたこと自体が芸術であって、同時にクリエイターへの道だったと
思う。 
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【詳細】 






・ 子どもを 2 人産んだので、家庭ではそれなりに忙しくしていた。 













































 - 150 - 













2020年 1月 28日（火） 
17:50~19:40 
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・ 女性にとって、グラフィックデザイナー職は、食いっぱぐれのない仕事だと痛感した。また、今ま
でブラックな会社の仕事も必死で取り組んできて良かったと思っている。 
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2020年 1月 29日（水） 
18:10~19:30 






・ 現在の会社は 3 年前に転職した。一度、東京から関西に転職で戻っていたが、縁もあったので、も
う一度、関東で働くことにした。仕事で良く関西圏にも帰る事ができている。 




















































職した。現在 50 歳代の人材にとって、20 代での就職や転職は、専門技術のある人間には容易な時代
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2020年 1月 30日（木） 
14:10~15:20 
インタビュー：場所 大阪市北区 ホテルHレストラン 






































・ 結局は、知り合いもいる、今の会社に転職し 30 年になる。 


















でも１人でやらなければならない世界で、ビデオ加工はもちろんのこと、Photoshop や Illustrator な
どを使いこなすことは当然のことで、企業の HP 作成も手掛けてきたうえ、現在も Web 動画の制作な
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2020年 2月 2日（土） 
14:50~16:00 




• 現在、ゲーム会社に転職して、もうすぐ 3 年目。周りも中途入社が多いので、転職でも違和感は
ない。今までの仕事はで最もホワイト企業だと思う。 














































・ 就職して 3 年目くらいまでは、クラブ活動みたいなノリもあって、楽しかったし、仲間と飲みにい
くのも仕事の延長だったりして良い時代だったと思う。 
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 以下、No.は個人を表し、説明文は現職までのヒストリーとして表現した。 
（１）新しいスキルを身につけることで、条件の良い転職に結びつけた。 
① No. 3：転職を繰り返すことによってステップアップと地位の向上 
② No. 5：専門性に固執することなく、目の前の仕事に真摯に取り組む 
③ No. 9：芸術を学んだことに誇りを持ち、関連する新たなスキルの取得に臨み続ける 
（２）学生時代から培った専門性を追求することで、より良い環境の仕事へと結びつけた。 
① No. 4：目標を明確にし、計画的に学び夢を実現 
② No.12：一貫して、好きなアニメーションについての技術を磨き続ける 
③ No.15：音響を専攻、仕事を通してスキルを磨き、転職を契機に映画製作のプロとして活躍 
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⑤ No.25：40 歳まで過酷な労働環境に悩むも、新しいゲーム会社転職で環境が一変 




①総抽出語数（使用）：16,823 語（6,023 語）、②異なり語数（使用）：1,519 語（1,246 語）、③集計単
位（文：547、段落：325）注２６）である。 
 
    ２．KWIC コンコーダンス 
 KWIC コンコーダンスとは「Keyword in context」の略で、前後の文脈を含めて、文中でキーワー
ドが使われている場所を表示する機能のことであり、コンコーダンス（concordance）は「用語索引」
を表している。 





                                            
注２６） 抽出語数は、分析対象に出現する「語」のトータル数であり、異なり語数とは、語のカウント数を表す。ここでは分析の対象と
なる語は、（使用）の 1,246 語だと言うことになる。「547 の「文」あり、325 の「段落」があることを示している。 
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表４－４０ インタビューで得られた上位 150 言語 
 
出所：KHcoder の KWIC コンコーダンス分析により抽出し作成 
  
順位 抽出語 出現回数 順位 抽出語 出現回数 順位 抽出語 出現回数 順位 抽出語 出現回数
1 仕事1 185 38 企画 19 76 管理 12 114 入学 9
2 思う 166 39 勉強6 19 77 給与 12 115 IT 8
3 芸術2 100 40 結婚 18 78 言う 12 116 キャリア 8
4 大学 98 41 転機7 18 79 持つ 12 117 関わる 8
5 就職3 90 42 フリー　　＊フリーランス 17 80 時間 12 118 継続 8
6 デザイン 69 43 学生 17 81 辞める 12 119 高い 8
7 転職4 68 44 感じる 17 82 周り 12 120 思い 8
8 会社5 60 45 作品 17 83 就く 12 121 実際 8
9 今 55 46 若い 17 84 新しい 12 122 知識 8
10 現在 42 47 活動 16 85 身 12 123 話 8
11 業界 40 48 自発 16 86 退職 12 124 インハウス 7
12 卒業 40 49 目指す 16 87 能動 12 125 スーパー 7
13 考える 36 50 グラフィック 15 88 変革 12 126 マネージャー 7
14 自分 35 51 価値 15 89 開発 11 127 印刷 7
15 時代 33 52 企業 15 90 特に 11 128 解決 7
16 良い 33 53 現職 15 91 イベント 10 129 楽しい 7
17 変化 32 54 女性 15 92 クライアント 10 130 感じ 7
18 関係 30 55 友人 15 93 映像 10 131 気持ち 7
19 意識 29 56 最初 14 94 学科 10 132 拘る 7
20 制作 29 57 自身 14 95 経過 10 133 甲斐 7
21 多い 29 58 正社員 14 96 在学 10 134 将来 7
22 年 28 59 専門 14 97 自体 10 135 上がる 7
23 携わる 26 60 変わる 14 98 実施 10 136 新た 7
24 経験 26 61 アニメーション 13 99 色々 10 137 全く 7
25 クリエイター 25 62 アルバイト 13 100 精神 10 138 代理 7
26 デザイナー 25 63 グラフィックデザイナー 13 101 専攻 10 139 置く 7
27 学ぶ 25 64 スる　　　　＊フリーランス 13 102 必要 10 140 中心 7
28 歳 25 65 ラン　　　　＊フリーランス 13 103 分野 10 141 得意 7
29 ゲーム 24 66 映画 13 104 無い 10 142 入る 7
30 技術 24 67 活かす 13 105 感情 9 143 年次 7
31 人 24 68 環境 13 106 広告 9 144 復帰 7
32 勤務 22 69 行動 13 107 子供 9 145 目 7
33 取り組む 22 70 自己 13 108 出る 9 146 理由 7
34 好き 21 71 社会 13 109 紹介 9 147 MAC 6
35 業務 20 72 前 13 110 生きる 9 148 アニメーター 6
36 人間 20 73 大きい 13 111 増える 9 149 スキル 6
37 生活 20 74 当時 13 112 知る 9 150 チャレンジ 6
75 音響 12 113 働く 9
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（１）コンコーダンス分析「仕事」 
 表４－４１は、「仕事」が出現した 185 回の文節の前後を示したコンコーダンス分析の一覧表であ
る。 
表４－４１ 「仕事」（185 語抽出）のコンコーダンス分析 




























































































































































































時に、アルバイトで 3DCG のグラフィッカーでの 
仕事 に就いたが、ここで仕事をしながら技術の向上もできた。１年
後に社員に 















































































































仕事 に転職。10 年勤務して現職へ転職。転職の理由は、給与面も 
76 、エディターとして関わることができている。今の環境
だと、仲間のレベルも高いので良い 



















































































































































仕事 復帰を促されたので、現場復帰した。仕事は 5 年近く離れてい 
114 も事情を知っていて仕事復帰を促されたので、現場復帰
した。 































































































































































































163 、今の会社に転職し 30 年になる。こういった業界は、ク
リエイティブな 









































































































表４－４２ 「芸術」（100 語抽出）コンコーダンス分析 















































































































































































































































































































































































































出所：KHcoder の KWIC コンコーダンス分析により抽出し作成 
 


















表４－４３ 「就職」（90 語抽出）コンコーダンス分析 
人数 前の文章 言語 後の文章 
1 な立場で過ごす覚悟もしていた頃、当時のクライアントであ
った現職でのインハウス・デザイナーとして 



















機の理由、大学 1 年次には 





で、大学 1 年目から就職活動を意識 
8 が、そのまま就職活動で使用する作品ポートフォリオになっ



















































































































就職 をした。3 年勤務し、26 歳のとき、現職の染織関連職種とし
て、呉服を扱う 






























































就職 した。2 年後、24 歳の時に転勤の話があり、この頃 










就職 につきたいと強く思ったので大学 1 年生の頃でした。結果と
して就職先 






























































世代は Mac が世の中 
73 中（2 年次）に、芸術家を目指すのではなく、就職活動に変
更 



































































就職 して 3 年目くらいまでは、クラブ活動みたいなノリもあっ
て、楽しかったし、仲間と 
出所：KHcoder の KWIC コンコーダンス分析により抽出し作成 
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（４）コンコーダンス分析「転職」 
  表４－４４は、「転職」が出現した、68 回の文節の前後を示したコンコーダンス分析の一覧表であ
る。 
表４－４４ 「転職」（68 語抽出）のコンコーダンス分析 

























7 幸せなことかもしれないと思っている。家庭生活での変化 転職 して直ぐに結婚したことが人生の転機だと思う。転職したお
かげで 










































































28 に期待していた。5 年勤務して 30 歳で現職に２度目の 転職 をして、現在に至っている。転職理由は、給与面でかなりア
ップが見込まれることと 

































































転職 をした。広告会社、グラフィックデザイナー、 現在 3 社
目；ゲーム開発会社グラフィックデザイナー 
47 デザイナーとして就職活動も行い普通に就職できた。現在の
会社は 3 年前に 
転職 した。一度、東京から関西に転職で戻っていたが、縁もあっ
たので、 










51 いる。人間関係などの変化、自発的な転職 2 社目の 転職 で、東京から一旦、関西に戻ったので環境が大きく変わった
点と、今また、東京に 









































転職 し 30 年になる。こういった業界は、クリエイティブな仕事











転職 して、もうすぐ 3 年目。周りも中途入社が多いので、転職で
も違和感はない。今 



















 インタビュー調査でも 14 名（15 名中）が転職経験者であり、転職が何らかのリアリティ・ショッ
クの克服に繋がっていることも想像できる結果となった。 
  




表４－４５ 「会社」（60 語抽出）のコンコーダンス分析 























































会社 も淘汰されていくと思う。大学入学して 1 年生の終わりに
は、 






















22 忙しくしていた。2 人目の子供が 2 歳の時に、退職した 会社 時代のクライアントで、旦那の知人の会社から、ちゃんとし
たデザインルームを創る話があり、インハウス 
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は IT 系 
























38 、他の職種ではなかったと思う。自発的に転職をした。広告 会社 、グラフィックデザイナー、現在 3 社目；ゲーム開発会社グ
ラフィックデザイナー、クリエイターとして生きて 
39 自発的に転職をした。広告会社、グラフィックデザイナー、





会社 は 3 年前に転職した。一度、東京から関西に転職で戻ってい
たが、 
41 働くことにした。仕事で良く関西圏にも帰る事ができてい
る。    
会社 では、3D CG やキャラクターデザイナー、Webサイトに



















































会社 に転職し 30 年になる。こういった業界は、クリエイティブ
な仕事は 1 人 
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表４－４６ 「勉強」（19 語抽出）のコンコーダンス分析 











































































出所：KHcoder の KWIC コンコーダンス分析により抽出し作成 
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表４－４７ 「転機」（18 語抽出）のコンコーダンス分析 
人数 前の文章 言語 後の文章 


























転機 だと思う。または、就職してからも 3DCG をはじめとした
自己学習 







































出所：KHcoder の KWIC コンコーダンス分析により抽出し作成 
 
 「転機」の言語抽出については、抽出件数 18 件（40 位）であるが、「転機となる体験（キャリア・
トランジション）に関するアンケート」を基にしたインタビュー調査であるため、「転機」についての
言語分析を行った。 
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    ３．多次元尺度法によるインタビューの回答の分析 
 多次元尺度法は、Multi-Dimensional Scaling：MDS と称される言語分析である。KH Coder で
は、出現パターンが似ている抽出語が何であるのかが一目でわかる散布図として描かれる。 
 本研究では、KH Coder の多次元尺度法にある 4 つの分析方法のうち、非計量値を扱う多次元尺度
構成法としてもっとも広く使われる方法、Kruskal：非連続量（非計量値：non-metric）注２７）を使用







                                            
注２７） Kruskal の方法とは、以下の式の値（Stress ストレスと呼ぶ）を最小化する f(x)を見つける方法である。ここで dは、抽出語同
士の「距離」を表す。最適な値に近づくと Stress の値の変化が小さくなり、その値を答えとする。 
Stress = √∑(f(x)−d)2/∑d2 
 
注２８） Jaccard:係数では、短い文節に適しており、二つの抽出語が共通に登場した文書が多ければ、「近い」抽出語同士と表現される。 
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③ 自発的な活動を行い、正社員として就職。専門性を高め、キャリアの構築を行っている社会人と
しての精神状態を表している。 
④ IT 系、映像関係、社会に出たことで人間関係も増え、生活している状況を表している。 
⑤ 結婚や、それに伴う退職、給与面、労働環境などについて考えている若い人材の活動について表
出した。 





















がX、縦軸が Y とし、一番左端に縦に並んだ六角形の座標が X＝0、最下段横に並んだ六角形の座標が






                                            
注２９） 抽出語数は、分析対象に出現する「語」のトータル数であり、異なり語数とは、語のカウント数を表す。ここでは分析の対象と
なる語は、（使用）の 1,246 語だと言うことになる。「547 の「文」あり、325 の「段落」があることを示している。 
 
注３０） 自己組織化マップは複数の神経回路が接続された構造であり、この 6 角形の神経回路を node（ノード）と呼ぶ。 
 
注３１） Rは、オープンソース・フリーソフトウェアの統計解析に特化したプログラミング言語であり、また、その開発実行環境を指差
している。仕様・実装をまとめて R、または R言語と呼ぶ。 
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（文：142、段落：76）、④最小出現数による取捨選択：5 語、⑤検索 Option、方法：Word 法、距
離：Jaccard、の設定とした。図４―１０に階層的クラスター分析の結果を示した。 


























の就職であったが、退職して CAD 技術を習得して新しい仕事に就いていることを表している。 
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現数による取捨選択：3」、⑤「最小文書数による取捨選択：1」、⑥自己組織化マップのオプション















 - 200 - 




















 - 201 - 










 - 202 - 
 図４−１２より、「芸術家へのこだわり」の回答に関する共起ネットワークでは、インタビューの内
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 図４−１３より、階層的クラスター分析では、インタビューの内容を踏まえた上で、「芸術家へのこ
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化マップのオプション「１片の node（ノード）数：20」「形状 6 角形」、⑦node（ノード）のクラスタ
ー化「クラスター数：８」、⑧「学習回数：1000（Auto）」の設定で実施した。 
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 図４−１５より、「キャリア・トランジション」の回答に関する共起ネットワークは、１１のクラス
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 図４−１６より、階層的クラスター分析では、インタビューの内容を踏まえた上で、「キャリア・ト
















    １３．「リアリティ・ショック」に関する自己組織化マップ 
 次に、インタビューで得ることができた「リアリティ・ショック」に関する回答を抜粋し、
KHcoder による「自己組織化マップ」の分析を行った。 
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 図４−１７の自己組織化マップより、「リアリティ・ショック」に関するインタビューの内容を踏ま
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 図４−１９より、階層的クラスター分析では、インタビューの内容を踏まえた上で、「リアリティ・

































• 現在、操業 10 年にも満たないゲーム制作会社勤務しているすが、周りの人間には多くの
芸術系大学の皆さんが活躍している。 
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 以上、表４−４８は、インタビュイー15 名から集めた回答を、19 項目のコメント郡に分類し一覧表
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KHcoder3 による分析を行った。①総抽出語数（使用）：1,786 語（689 語）、②異なり語数（使用）：









                                            
注３２） 自己組織化マップは複数の神経回路が接続された構造であり、この 6 角形の神経回路を node（ノード）と呼ぶ。 

































る。①総抽出語数（使用）：1,786 語（689 語）、②異なり語数（使用）：446 語（336 語）、③集計単位
（文：57、段落：41）について、④最小出現数による取捨選択：2 語、⑤最小文書数による取捨選
択：1 語、⑥描画する共起関係（edge）の選択：上位 100、とした。 
図４―２１は、インタビュアーによる、教育的示唆に関するコメントを抜粋し、KHcoder による分
析により、共起ネットワークで表したものである。 





























 KHcoder による階層的クラスター分析をおこなった。①総抽出語数（使用）：1,786 語（689 語）、
②異なり語数（使用）：446 語（336 語）、③集計単位（文：57、段落：41）、④最小出現数による取捨
選択：3 語、⑤検索 Option、方法：Word 法、距離：Jaccard、⑥クラスター数：5、の設定とした。 
図４−２２に階層的クラスター分析の結果を示した。 



































 1990 年以降、デザインの仕事は Mac パソコンの出現とともに、グラフィックデザインの仕事は拡
大し、芸術系大学の卒業生が多く就業する業界になった。2000 年以降のネット社会では、UI デザイ
ナー、UX デザイナー、UI -UX デザイン会社が出現し、広く芸術系大学の OB が専門性を活かすこと
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出所：本研究のインタビュー調査の内容をまとめ、業界の繋がりを表す一覧として筆者作成 
図４−２３ 芸術系大学卒業生の新たな活躍の場として拡大した業界の系統図 注３３） 
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ー、キャラクターデザイナー、パッケージデザイナー、SP デザイナー、3D CD デザイナーなど、 
急激に雇用の拡大が発生し、多くの芸術系大学の卒業生が活躍する場となった。その大半が転職組で
あり、それぞれのキャリア・トランジションとして、ステージの変更が行われたものと考えられる。 
                                            
人に分かりやすく伝わるように文字を校正しデザインする）、⑤プロダクト・グラフィク（物体・物質を専門としてデザインする。生活
雑貨、家具や食器、文房具、などが該当する。近年では伝統工芸品もプロダクトデザイナーと組むなど広がりを見せている。実際の業
務を鑑みると多岐に渡る）、⑥CMF デザイナー（COLOR「色」、MATERIAL「素材」、FINISH「仕上げ」の 3 要素の頭文字をとって
CMF という。美しさ、品質向上、表面保護、コンセプト表現、機能性向上などの効果が目的。椅子、車、パッケージや雑貨などを制作
する際は、特に CMF を意識することで美しさや機能性が向上しクオリティの高い作品を生み出すことができる。この役割を担う者が
CMF デザイナー、⑦VI・CI・ロゴデザイン（VI とは Visual Identity の略で、商品のブランドやショップなどのマークやロゴの事を指
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 まず第１に 46 名の調査対象者のうち 41 名に転職の経験があり、転職経験のない 5 名全員が、26〜





① 時間の経過による解決 5 件（アンケート調査では 46 名で 14 件） 
・実社会を経験して行く中で、自然と社会が理解できた。 
・仕事に慣れて、理解する中で、仕事に遣り甲斐を見出すことができるようになった。 
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・クリエイターとして、実力で転職を勝ち取るまでの時間は 10 年を要した。 
・努力をし続け、転職が上手くいくまでは先が不安だった。 
・大学時代から専門性を活かした仕事一筋であるが、管理職になって心境は変化した。 












③ 他者からの支援 0 件（アンケート調査でも 46 名で 0 件） 
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（２）キャリア・トランジションの考察 
 インタビュー調査は、キャリア・トランジションの詳細を聴き取り、分析をすることである。
Bridges 理論に基づいたトランジションの項目を 5 分類し、次の通り詳細を示した。 







た。結果として 30 年勤務することになった。 
・3 回の転職によって、人間関係がリセットされたが、結局は繋がっている友人の紹介によっ
て転職も出来た。 
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④ 仕事や経済上の変化（1 名；アンケート調査では 46 名中 2 名） 
・転職して、給与面、その他の待遇面、労働環境など全てが良い方向に変化した。専門性への
こだわりは一貫している。 

















 精神的変化（5 名；アンケート調査では 46 名中 13 名）を選択した 5 名は、全て就職、転職に関し
ての考え方を変えたものとして「精神的変化」を選択したもので、芸術の専門性と就職についての葛
藤を表し、転機としていることが明らかになった。 
 人間関係などの変化（4 名；アンケート調査では 46 名中 10 名）を選択した 4 名は、全員が転職に
よる人間関係の変化をあげたものである。 
 家庭生活での変化（3 名；アンケート調査では 46 名中 16 名）を選択した 3 名は、全て女性であ
り、女性にとって結婚が転機になることは想像に難くない結果であった。しかし、一般的な事例と異
なる点は、3 名とも一旦退職しようとも、専門職として職場復帰している点である。  
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出典： 福本章（2019）「創発的なキャリア教育に向けた計画的偶発性理論の考察」『秘書サービス接遇教育学会,研修集録』25号 85 頁より抜粋 
図５−１ 予期せぬ事態に対応する創発的目標設定を加味した創発的キャリア教育の概念図 
 
























































































出所：本研究のインタビュー調査を通して得ることができた知見を PDCA に置き換え概念化した図として筆者作成 
図５−２ 創発的キャリア教育のプロセスを PDCA サイクルで表現した概念図 
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図５−３ AI 時代に求められる創発的な目標設定の概念図 
 
 図５−３で示した崩壊した 3 つの楕円の状態から、図５−４では正常な状態へと復活していくために
必要な心のあり方を示した。言い換えれば、予期せぬ出来事をチャンスへと導く思考習慣を示した。



































出所：Mitchell, K. E., Al Levin, S., & Krumboltz, J. D（1999）Planned happenstance: Constructing unexpected  






























































































                                            










注３６） SCAMPER法とは、7 つの問いを使ってアイデアや発想を拡げる手法。7 つの問いとは、Substitute：代用できない
か？,Combine：他のものと組み合わせられないか？,Adapt：応用できないか？,Modify / Magnify：修正/拡大できないか？,Put other 
uses：転用できないか？,Eliminate / minify：削除 / 削減できないか？,Reverse / Rearrange：逆転/再編集できないか？の頭文字の 7
つ。 


























 第３章では、先行研究をレビューした。第 1 節では日本におけるキャリア・トランジション研究を
取り扱った。学生から社会人へのトランジション研究から、特別な職業に関して扱ったトランジショ
ン研究には、看護師のリアリティ・ショックを扱ったトランジション研究、あるいは J リーガーが選











からの支援」0 名、「能動的な自己変革活動」21 名であった。 
 また、キャリア・トランジションでは、「人間関係の変化」10 名、「家庭生活での変化」16 名、「個
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④ リアリティ・ショックの克服の理由「他者からの支援」0 名という結果から、芸術系大学の就業
者は、自立した思考、行動を好み、自己決定を行う性格特性を有することが表れた。また、「能
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第３節 理論的貢献 
 本研究では、第 1 にキャリア・トランジション研究において、芸術系大学の卒業生に焦点を当て、
キャリア・トランジションの検証を行なった点である。定量的分析では、Bridges のキャリア・トラン










「楽観生」「好奇心」の 2 点を行動指針に掲げ、5 つの行動指針としている。 





（Emergence career education；ECE）」とした。創発的キャリア教育は、Krumbolts が提唱した 5
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第 5 節 限界と課題 
 本研究の限界と課題は、第 1 に調査対象者のサンプル数は定量的分析 46、定性的分析 15 と少ない
点である。 





 第 3 に、本研究の分析結果から、キャリア教育理論を展開するためには、大学組織の改革に関する
方法論が求められる事案となり、そのためには一般の社会経済の組織開発と同様に理論構築を行う必
要がある。しかし、その点の調査、及び理論研究は出来ていない。 
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       ︎デザイン・︎文芸・︎芸術学・︎舞台芸術・︎漫画（アニメ・ゲーム）・︎音楽（声楽・楽器）・ 
















    ︎①最初の就職から転職したことは１度もはない 
   
    ⬜②たまたま転職をしたことがある 
 
    ︎③自発的に転職したことがある 
 
    ︎④止むを得ず転職したことがある 
 
    ⬜⑤就職をしたことはない 
 
    ︎⑥フリーランスとして活動していた時期がある 
 
    ︎⑦その他 
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質問４ 現在の仕事に就くきっかけとなったものは何ですか？   複数回答可。 
 
    ︎①人間関係の変化により転職を決意した 
     （例；恋人、夫婦間の関係の変化、友人との距離感の変化、子供・知人との関係の変化） 
 
    ︎②家庭生活での変化により転職を決意した 
     （例；結婚、出産、配偶者や恋人の退職あるいは転職、家族などの病気や回復、家事分担の変化、誰 
        かとの同居あるいは別居、新築や改築、等） 
 
    ︎③個人的変化（物理的）による理由で転職した 
     （例；自身の病気や回復、何かの成功や失敗、食生活・睡眠・性行為などの変化、入学や卒業、生活 
        スタイルの外見上の変化） 
 
    ︎④仕事や経済上の変化による理由で転職した 
     （例；転職、退職、解雇、配置転換、出世、栄転、収入の増減、ローン、抵当権の発生、等） 
 
    ︎⑤精神的な変化による理由で転職に至った 
     （例；精神的な悟り、社会的・政治的な興味関心の変化、心理学的な洞察・自己イメージの変化、価 
        値観の変化、新たな夢の発見、古い夢の絶望、等） 
 
    ⬜⑥最初に就職した仕事を継続している 
 
    ︎⑦その他 
 
 
質問５ 今までの人生において「あれが転機だった！」と思える様な出来事はありますか？    複数回答可。 
 
    ︎①人間関係などの変化 
     （例；恋人、夫婦間の関係の変化、友人との距離感の変化、子供・知人との関係の変化） 
 
    ︎②家庭生活での変化 
     （例；結婚、出産、配偶者や恋人の退職あるいは転職、家族などの病気や回復、家事分担の変化、誰 
        かとの同居あるいは別居、新築や改築、等） 
 
    ︎③個人的変化 
     （例；自身の病気や回復、何かの成功や失敗、食生活・睡眠・性行為などの変化、入学や卒業、生活 
        スタイルの外見上の変化） 
 
    ︎④仕事や経済上の変化 
     （例；転職、退職、解雇、配置転換、出世、栄転、収入の増減、ローン、抵当権の発生、等） 
 
    ︎⑤精神的な変化 
     （例；精神的な悟り、社会的・政治的な興味関心の変化、心理学的な洞察・自己イメージの変化、価 
        値観の変化、新たな夢の発見、古い夢の絶望、等） 
 
    ︎⑥その他 
 
        ＊Bridges のトランジション理論による「人生の５分類の項目」から選択肢を設定しています。  
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質問６ 質問２の回答において、②または③を回答された方はお答えください。大学で学んだ学問とは異なる分 
    野に就くきっかけとなった出来事はなんですか？  複数回答可。 
 
    ︎①人間関係などの変化 
     （例；恋人、夫婦間の関係の変化、友人との距離感の変化、子供・知人との関係の変化） 
 
    ︎②家庭生活での変化 
     （例；結婚、出産、配偶者や恋人の退職あるいは転職、家族などの病気や回復、家事分担の変化、誰 
        かとの同居あるいは別居、新築や改築、等） 
 
    ︎③個人的変化 
     （例；自身の病気や回復、何かの成功や失敗、食生活・睡眠・性行為などの変化、入学や卒業、生活 
        スタイルの外見上の変化） 
 
    ︎④仕事や経済上の変化 
     （例；転職、退職、解雇、配置転換、出世、栄転、収入の増減、ローン、抵当権の発生、等） 
 
    ︎⑤精神的な変化 
     （例；精神的な悟り、社会的・政治的な興味関心の変化、心理学的な洞察・自己イメージの変化、価 
        値観の変化、新たな夢の発見、古い夢の絶望、等） 
 








    う行為に関して、「葛藤」「あきらめ」「失望」「挫折感」等と言った感情はありましたか？ 
 




    と言った感情は、現在も継続していますか？ 
 
    ︎①継続している 
 
    ︎②今ではどうでも良い 
 
    ︎③逆に良い経験だったとさえ感じている  
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質問 10 先の質問（質問８）で②または③と回答した人は、お答えください。「葛藤」「あきらめ」「失望」「挫 
    折感」等と言った感情が消失した原因は何だと考えられますか？ 複数回答可。 
 
    ⬜①時間の経過による解決  
     （例；否定的な感情を肯定的に捉えられるようになった） 
 
    ⬜②価値観の変化（転換） 
     （例；収入や地位が上がる、社会的評価など、自身の価値観自体が変わった等） 
 
    ⬜③他者の支援による解決 
     （例；家族、友人、地域、公的機関、支援団体、等） 
 
    ⬜④能動的な自己変革行動を実施 








質問 11 先の質問（質問８）で②または③と回答した人は、お答えください。「葛藤」「あきらめ」「失望」「挫 
    折感」等と言った感情が消失した時期はいつですか？ 複数回答可。 
  
 
    ⬜①大学在学中（1年次） 
 
    ︎②大学在学中（2年次） 
 
    ︎③大学在学中（3年次） 
 
    ︎④大学在学中（4年次） 
 
    ⬜⑤卒業後 1年以内 
 
    ⬜⑥卒業後 3年以内 
 
    ⬜⑦卒業後 5年以内 
 
    ⬜⑧卒業後 5〜10年 
 
    ⬜⑨卒業後 10〜19年 
 
    ⬜⑩卒業後 20年以上 
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質問 12 転職回数を教えてください。 
 
    ⬜①無し 
    ︎②１回 
    ︎③２回 
    ︎④３回 
    ︎⑤４回〜９回 
    ︎⑥１０回〜２０回 
    ︎⑦２１回〜（派遣などで、複数の会社を経験されておられるケースも該当すると思われます。） 
    ︎⑧就職していない 
    ︎⑨その他（                                       ） 
 
質問 13 過去に経験した職業について、次の項目より選択しお答えください。 複数回答可。 
 
    ⬜①専門的・技能的職業従事者 
     （医療・教育・法律・宗教・芸術などの専門性の高い知識を求められる仕事に携わるもの） 
     
    ︎②販売従事者 
     （商品・不動産・有価証券窓の販売、売買の中だ・取次・代理、保険の代理・募集、商品の売買・製 
      造・サービスに関する勧誘・交渉・受注などの仕事に従事するもの。） 
     
    ︎③事務従事者 
     （課長以上の監督のもと、庶務・文書・人事・調査・企画・会計の仕事、生産関連・営業販売・外勤・ 
      運輸・通信に関する事務、事務用機器操作の仕事に従事するもの。） 
 
    ︎④サービス職業従事者 
     （各家庭における家事・介護サービス、身の回り用務・調理・接客・娯楽など個人に対するサービス、 
      および他に分類されないサービスの仕事に従事するもの。） 
 
    ︎⑤保安職業従事者 
     （国家の防衛、社会、個人・財産の保護、法と秩序の維持などの仕事に従事するもの。） 
 
    ︎⑥管理的職業従事者 
     （事業経営方針の決定、それに基づく執行計画の立案、作業の監督・統制など組織の経営管理に従事 
      するもの。） 
 
    ︎⑦農林漁業従事者 
     （農作物の栽培・収穫、養蚕(さん)・家畜・家禽(きん)・その他の動物の飼育、材木の育成・伐採・ 
      搬出、水酸化物の捕獲・採取・養殖をする仕事。それらに関連する仕事。） 
 
    ︎⑧生産工程従事者 
     （機械・器具などを用いて原料・材料を加工する、各種の機械器具を組み立て・調整・検査する、製 
      版・印刷・製本、生産工程で行われる仕事に関連する仕事および生産に類似する技能的な仕事に従 
      事するもの。 
 
    ︎⑨輸送・機械運転従事者 
     （機関車・電車・自動車・船舶・航空機などの運転・操縦の仕事、およびその他の関連する仕事、並 
      びに建設機械等を操作する仕事に従事するもの。） 
 
    ︎⑩運搬・清掃・包装等従事者 
     （主に身体を使って行う定型的な作業のうち、運搬、配達、梱包・清掃・包装等に従事するもの。） 
 
    ︎⑪建設・採掘従事者 
     （建設の仕事、電気工事に係る作業を行う仕事、ダム、トンネルの掘削などに従事するもの。）  
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質問 14 現在従事する職業について、次の項目より選択しお答えください。  
 
    ⬜①専門的・技能的職業従事者 
     （医療・教育・法律・宗教・芸術などの専門性の高い知識を求められる仕事に携わるもの） 
     
    ︎②販売従事者 
     （商品・不動産・有価証券窓の販売、売買の中だ・取次・代理、保険の代理・募集、商品の売買・製 
      造・サービスに関する勧誘・交渉・受注などの仕事に従事するもの。） 
     
    ︎③事務従事者 
     （課長以上の監督のもと、庶務・文書・人事・調査・企画・会計の仕事、生産関連・営業販売・外勤・ 
      運輸・通信に関する事務、事務用機器操作の仕事に従事するもの。） 
 
    ︎④サービス職業従事者 
     （各家庭における家事・介護サービス、身の回り用務・調理・接客・娯楽など個人に対するサービス、 
      および他に分類されないサービスの仕事に従事するもの。） 
 
    ︎⑤保安職業従事者 
     （国家の防衛、社会、個人・財産の保護、法と秩序の維持などの仕事に従事するもの。） 
 
    ︎⑥管理的職業従事者 
     （事業経営方針の決定、それに基づく執行計画の立案、作業の監督・統制など組織の経営管理に従事 
      するもの。） 
 
    ︎⑦農林漁業従事者 
     （農作物の栽培・収穫、養蚕(さん)・家畜・家禽(きん)・その他の動物の飼育、材木の育成・伐採・ 
      搬出、水酸化物の捕獲・採取・養殖をする仕事。それらに関連する仕事。） 
 
    ︎⑧生産工程従事者 
     （機械・器具などを用いて原料・材料を加工する、各種の機械器具を組み立て・調整・検査する、製 
      版・印刷・製本、生産工程で行われる仕事に関連する仕事および生産に類似する技能的な仕事に従 
      事するもの。 
 
    ︎⑨輸送・機械運転従事者 
     （機関車・電車・自動車・船舶・航空機などの運転・操縦の仕事、およびその他の関連する仕事、並 
      びに建設機械等を操作する仕事に従事するもの。） 
 
    ︎⑩運搬・清掃・包装等従事者 
     （主に身体を使って行う定型的な作業のうち、運搬、配達、梱包・清掃・包装等に従事するもの。） 
 
    ︎⑪建設・採掘従事者 
     （建設の仕事、電気工事に係る作業を行う仕事、ダム、トンネルの掘削などの仕事、鉱物の探査・試 
      掘・採取・選鉱の仕事に従事するもの。） 
 
    ︎⑫その他（                                      ） 
 
＊職業の分類については、総務省統計局「日本標準職業分類」より引用しています。  
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質問 15 芸術系大学（学部）で学んだ内容を振り返り、役に立っていると思われるものには何がありますか？ 
 
    ⬜①特に無い 
     
    ︎②ある 
「②ある」を選択された方は、差し障りのない範囲で教えてください。 
 
質問 16 一般に芸術系大学（学部）で学んだ学生が、一般企業に就職した際に、感じるであろう「学生と社会と 
    のギャップ」については、他学部の卒業生と比較して違いは何かあると思われますか？ 
 
    ⬜①特に無い 
     
    ︎②ある 
「②ある」を選択された方は、差し障りのない範囲で教えてください。 
 
質問 17 芸術系大学（学部）に入学し学ぶことについて、他の学部とは異なる、独自の優位性や強みには、何が 
    あるとお考えでしょうか？ 
 
    ⬜①特に無い 
     
    ︎②ある 
「②ある」を選択された方は、差し障りのない範囲で教えてください。 
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質問 18 今後の芸術系大学（学部）で学ぶべきだと思われる内容や、有効だと思われる経験など、何か思い当た 
    ることはありませんか？ ある場合、アドバイスを頂けないでしょうか？ 
 
    ⬜①特に無い 
     




質問 19 大学での学び以外で、現在の活動を支えている経験や出来事など、何かありますでしょうか？ 
 
    ⬜①特に無い 
     










質問 20 アンケートの内容について、インタビューによる聴き取りにご協力頂けないでしょうか？ 
 
    ⬜①インタビューも可能 
     
    ⬜②インタビューは勘弁して欲しい 
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けると共に、ご支援を頂いた皆様の期待を裏切らない活動をしていく所存でございます。  
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